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パートナーイベント

  

会　期： 2025年9月20日（土）・21日（日）
会　場：京都市勧業館みやこめっせ／ロームシアター京都　ほか
主　催：京都国際マンガ・アニメフェア実行委員会／京都市
共　催：�KYOTO CMEX実行委員会／京都国際マンガミュージアム／	

京都コンピュータ学院・京都情報大学院大学
後　援：経済産業省／内閣府
対　象：マンガ・アニメ・ゲームに関する企業・団体など
公式サイトURL：https://kyomaf.kyoto/

総来場者数（参加数）：36,316人 
出展社数：66企業・団体
　内訳：（国内出展社数：66企業・団体　海外出展社数：0社）
プレス社数：28社
　内訳：（国内プレス社数：26社　海外プレス社数：2社）

■開催内容
　京都国際マンガ・アニメフェア（以下、「京まふ」という。）は、マンガ・アニメ・ゲー
ムを活用した新たなビジネスの創出支援、クリエイターの育成支援・雇用機会の創出、
若者や外国人をはじめとした新たな観光客の掘り起こし、マンガ・アニメ・ゲーム文化
の海外発信によるコンテンツ都市・京都のブランド向上を目的とした西日本最大規模の
マンガ・アニメ・ゲーム等の総合見本市である。
　14回目の今回は、「大阪・関西万博の時宜を捉えたインバウンド等の誘客」、「京都府
をはじめとした各種団体と連携した更なるコンテンツ産業振興」、「コンテンツ都市とし
てのブランド向上」、「京まふを通じたクリエイター支援」等を重点取組として実施した。
　今年は66の企業・団体が出展し、また、豪華声優等が出演する25のステージプ
ログラムを実施するなど、総来場者は36,316名、オンラインでの配信視聴者数は
783,550回と昨年を超える多くの方に楽しんでいただいた。
　クリエイター支援では昨年度から実施している「京まふクリエイターズコンテスト
U25」を今年も開催し、全253作品の応募のうち、優秀作品については京まふ会場に展
示したほか、「京まふ2025」のメインビジュアルの制作には昨年度の最優秀賞受賞者で
ある桃奈さくらさんを起用した。
　また、マンガ出版社の編集部を京都に招き、マンガ家志望者が自分の作品を持ち込
むことができる「マンガ出張編集部」は、11月15日、16日に京都国際マンガミュージア
ムで実施し、54の編集部、213名のマンガ家志望者にご参加いただいた。同じくクリ
エイター支援を目的とする「京都クリエイティブ企業キャリアフォーラム」（コンテンツ関
連の合同就職説明会）は令和8年3月1日に京都コンピュータ学院京都駅前校で開催。
208名にお越しいただいた。
　産業振興の面ではアニメと異業種のコラボレーションを表彰する「京都アニものづく
りアワード」を開催し、京まふステージにて授賞式を実施するとともに、京都アニもの
づくりアワード参加企業と京まふの出展者や行政関係者の交流会を実施する等、コンテ
ンツビジネスの活性化にも取り組んだ。
　日本のマンガ・アニメ・ゲームといったコンテンツは海外でも人気を集めており、今
後もインバウンド向けの施策を充実させるなど、これまで以上に国際的な取り組みを模
索するとともに、多角的な施策で幅広い年齢層の方に楽しんでいただけるイベントとし
たい。

■2025年度の新規取り組みとその成果・特色など
　会場の周辺に位置する京都市京セラ美術館や京都市動物園、琵琶湖疏水記念館など
の各施設を撮影スポットとして、日本全国で展開されているコスプレイベント「acosta!（ア
コスタ）」と併催し、多くのコスプレイヤーに参加いただいたほか、京まふ会場内京都
伝統産業ミュージアム等にファミリーコーナーを設置し、人気キャラクターによる着ぐる
みグリーティングに加え、親子で楽しめる伝統産業やアニメ・CG制作体験ワークショッ
プ等を展開した。同ミュージアムには、2日間で6,927人が入場した。
　また、コンテンツ産業と地域経済の活性化の好循環を目指す地域一体となった取組
として内閣府が公募する「コンテンツ地方創生拠点」に「京都国際マンガ・アニメフェア
を中心としたコンテンツ産業振興プロジェクト」が選定された。

京都国際マンガ・アニメフェア2025
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伝統産業ワークショップ




